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オルドス銅剣

出土地を調査する研究者
出土遺物の見学

現地説明会

現地説明 出土地点での説明

８月 11日（日）に行われた上御殿遺跡発掘調査現地説明会には、市内外か
ら関心のある方がたくさん来られ、熱心に説明を聞いておられました。

（公）滋賀県文化財保護協会「上御殿遺跡発掘調査現地説明会資料」より　

東北アジアにおけるオルドス地域と上御殿遺跡

上御殿出土短剣
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明
治
35
年
（
１
９
０
２
年
）
８
月
９

日
、
宿
鴨
集
落
の
北
に
位
置
す
る
鴨
稲

荷
山
古
墳
（
当
時
は
稲
荷
塚
）
横
の
、

や
は
り
県
道
改
修
工
事
に
伴
う
工
事

で
、
墳
丘
内
よ
り
家
形
石
棺
が
発
見
さ

れ
、
内
部
の
検
分
に
よ
り
金
銅
製
の
豪

華
な
装
身
具
が
出
土
し
、
大
き
な
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
上
御
殿
遺
跡
出
土
の

「
双
環
柄
頭
短
剣
鋳
型
」
は
、
そ
れ
以

来
の
大
発
見
に
な
る
も
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
国
内
で
発
見
さ
れ
て
き
た

銅
剣
は
、
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
伝
わ
っ

た
と
見
ら
れ
る
「
遼

り
ょ
う
寧ね
い
式
銅
剣
（
中
国

東
北
部
）」
等
を
モ
デ
ル
と
す
る
銅
剣

で
す
。
し
か
し
今
回
発
見
さ
れ
た
鋳
型

は
、
中
国
北
方
地
域
の
華
北
地
方
や
内

モ
ン
ゴ
ル
に
分
布
す
る
「
オ
ル
ド
ス
式

銅
剣
」
の
特
徴
を
持
つ
も
の
で
、
こ
の

タ
イ
プ
の
銅
剣
は
、
国
内
の
み
な
ら
ず

朝
鮮
半
島
に
も
出
土
例
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
へ
の
青
銅
器
文
化
の

流
入
は
、
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
由

し
て
九
州
北
部
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い

う
説
が
定
説
化
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
回
上
御
殿
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ

た
鋳
型
の
出
土
に
よ
っ
て
、
日
本
海
を

経
て
直
接
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
新

ル
ー
ト
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
必
要

が
出
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
上
御
殿
遺
跡

出
土
の
「
双
環
柄
頭
短
剣
鋳
型
」
は
、

日
本
の
考
古
学
研
究
者
の
注
目
を
大
い

に
浴
び
て
お
り
、
今
後
は
研
究
等
が
進

展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
評
価
が
定

ま
り
、
同
遺
跡
の
重
要
性
が
説
か
れ
る

鴨
稲
荷
山
古
墳
以
来
の

大
発
見

古
代
史
の
定
説
を
覆
す
!?

高
島
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
３
６
）
１
５
５
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６
月
６
日
（
木
）、
上
御
殿
遺
跡
の

発
掘
調
査
現
場
で
、
石
製
鋳
型
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
発
見
さ
れ
た
鋳
型
は
上

下
２
枚
が
出
土
し
、
い
ず
れ
も
長
さ
が

約
29
・
５
㎝
、
幅
が
約
８・
８
㎝
の
や

や
膨
ら
み
の
あ
る
長
方
形
で
、
厚
さ
は

そ
れ
ぞ
れ
約
４・
４
㎝
（
下
）
と
３
・

６
㎝
（
上
）、
剣
が
彫
ら
れ
た
面
を
合

わ
せ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
周

辺
の
遺
構
の
状
況
や
鋳
型
に
彫
ら
れ

た
剣
の
文
様
な
ど
か
ら
、
今
か
ら
約

２
３
５
０
～
１
７
０
０
年
前
の
弥
生
時

代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
鋳
型
か
ら
造

ら
れ
る
短
剣
は
、
全
長
が
約
28
・
５

㎝
、
柄
と
剣
身
が
一
体
で
、
柄つ
か
頭が
し
らに
双

環
が
あ
る
な
ど
中
国
北
方
で
使
わ
れ
て

い
た
「
オ
ル
ド
ス
式
銅
剣
」
に
似
た
特

徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
オ
ル

ド
ス
式
に
あ
る
鍔つ
ば
が
な
く
、
柄
に
国
内

の
銅
鐸
に
多
い
幾き

何か

学が
く
模
様
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
な
ど
違
い
も
多
い
こ
と

か
ら
、
オ
ル
ド
ス
式
銅
剣
を
モ
デ
ル
に

国
内
で
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
の
鋳
型
の
上
下
を
合
わ
せ

国
内
に
出
土
例
な
い

短
剣
鋳
型

て
み
る
と
、
鋳
型
に
彫
り
こ
ま
れ
た
短

剣
の
柄
の
長
さ
が
上
下
で
異
な
る
こ
と

か
ら
、
未
完
成
ま
た
は
失
敗
品
の
可
能

性
が
あ
る
と
と
も
に
、
実
際
に
鋳
造
さ

れ
た
痕
跡
も
無
い
こ
と
か
ら
、
鋳
型
と

し
て
の
完
成
品
だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
鋳

込
ま
な
か
っ
た
の
か
謎
が
残
り
ま
す
。

オルドス
式銅剣

上御殿
出土短剣

鋳型と模造短剣

の
を
、
私
た
ち
は
待
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。

約 2500km

遼寧式銅剣

定説を覆す大発見　ー上御殿遺跡出土 短剣鋳型ー特集


